
■ 基準適合のためのチェックリスト 別紙１

例外規定公園の該当

　不特定かつ多数の者が利用する当該公園の重要な利用施設 1以上

☐ 園路及び広場 ☐ 屋根付広場 ☐ 休憩所

☐ 管理事務所 ☐ 野外劇場 ☐ 野外音楽堂

☐ 駐車場 ☐ 便所 ☐ 水飲場

☐ 手洗場 ☐ 掲示板 ☐ 標識

● 都市公園の都市公園移動等円滑化基準への適合状況 適 否 　新設公園（既存公園にも準用）が基準を満たすための適合の確認

新規公園　移動等円滑化園路が1以上あること ☐ ☐ 　下記の基準に適合した特定公園施設が移動等円滑化園路に接続させていること

既存公園　特定公園施設と移動等円滑化園路との接続 ☐ ☐ 同上

● 特定公園施設の基準適合　=　ガイドラインの標準的な整備内容「〇」への適合 ※　ガイドラインを参考に判断すること

特定公園施設

全項目適合 1ヶ所以上 ☐ ☐ 出入口と主要な公園施設を繋ぐ園路

出入口

有効幅(車止が無い場合) 120cm以上 ☐ ☐ 出入口の幅 車止あるorなしの 地形等の理由 90cm以上 ☐ ☐

有効幅(車止を設ける場合) 90cm以上 ☐ ☐ 車止間の幅 どちらかに適合 車いすの通行に支障のない車止の構造 ☐ ☐

水平面(通行方向の長さ) 150cm以上 ☐ ☐ 固くしまっていて滑りにくい、隙間がない 地形等の理由 無しでも可 ☐ ☐

段差 なし(1cm以上) ☐ ☐ 地形等の理由 傾斜路設置 ☐ ☐

横断側溝の上蓋 細目・すべらない ☐ ☐ 通行に支障のない構造

通路 ※広場が園路の機能を担う場合は広場に適用 移動等円滑化園路を構成する場合

有効幅 180cm以上 ☐ ☐ 地形等の理由 幅120cm以上且つ ☐ ☐

広さ(回転、すれ違) 50ｍ以内に180×180cm確保

段差 なし ☐ ☐ 段を設ける場合 傾斜路、昇降機併設 地形等の理由 傾斜路設置 ☐ ☐

縦断勾配 5％以下 ☐ ☐ 勾配が続く場合 所々に水平面設ける 地形等の理由 8％以下(部分的) ☐ ☐

横断勾配 1％以下 ☐ ☐ 地形等の理由 2％以下 ☐ ☐

路面 平坦で滑りにくい ☐ ☐ 表面仕上げ

明るさ(階段、傾斜路とも) JIS規格/安全・安心 ☐ ☐ 照明を設ける場合

まちづくり推進要綱

空中突出物 なし ☐ ☐ 天井、壁面、標識から 路面から200㎝まで 進入防止措置 高さ110cm以上の柵 ☐ ☐

階段 移動等円滑化園路を構成する場合

手すり　　　高さ(2段・1段) 65と85or75~85cm ☐ ☐ 両側、連続、端部突出なし 地形等の理由 無しでも可 ☐ ☐

点字 JIS規格 ☐ ☐ はがれにくい 通ずる場所表示

回り段・らせん階段 なし ☐ ☐ 地形等の理由 設けても可 ☐ ☐

踏面 滑りにくい ☐ ☐ 平坦で固くしまった表面仕上げ

段鼻 突出なし、視認性 ☐ ☐ つまづかない、注意喚起(踏面との色相差等)

立ち上がり部 両側 ☐ ☐ 側面が壁の場合 無しでも可 ☐ ☐

注意喚起の表示 登口、降口、踊場 ☐ ☐ 点状視覚障害者誘導ブロック設置

エレベーター 公共交通基準 ☐ ☐ 出入口幅、かご寸法等

傾斜路 移動等円滑化園路を構成する場合 昇降機設置による代替

有効幅 120cm以上 ☐ ☐ 階段に併設場合 90cm以上 ☐ ☐

縦断勾配 8%以下 ☐ ☐

横断勾配 設けない ☐ ☐ 排水等特別の理由 2％以下 ☐ ☐

路面 滑りにくい ☐ ☐ 平坦で固くしまった表面仕上げ

水平面　（進行方向の長さ) L=150cm以上 ☐ ☐ 高さ75cm以内毎

手すり　　　高さ(2段・1段) 65と85or75~85cm ☐ ☐ 両側、連続、端部突出なし 地形等の理由 無しでも可 ☐ ☐

立ち上がり部 両側 ☐ ☐ 側面が壁の場合 無しでも可 ☐ ☐

転落防止柵等 転落するおそれのある場所

柵 設ける ☐ ☐ 〃

注意喚起の表示 点状ブロック設置 ☐ ☐ 〃 JIS規格基準

各特定公園施設と接続 各1以上 ☐ ☐ 特定公園施設を設ける場合 地形等の理由 接続できなくても可 ☐ ☐

掲示板・標識に接近 1ヶ所以上 ☐ ☐ 特定公園施設の配置を表示した標識がある場合

主要な公園施設と接続 1ヶ所以上 ☐ ☐ 不特定かつ多数の者が利用する重要な施設を選定（園路・広場も対象になる）

全項目適合 1ヶ所以上 ☐ ☐ 屋根付広場を設ける場合

出入口

有効幅 120ｃｍ以上 ☐ ☐ 地形等の理由 80cm以上 ☐ ☐

段差 なし ☐ ☐ 地形等の理由 傾斜路設置 ☐ ☐

施設内部

踏面 滑りにくい ☐ ☐ 平坦で固くしまった表面仕上げ

広さ 円滑に活動できる ☐ ☐ 車いす使用者の円滑な利用に適する

移動等円滑化園路との接続 ☐ ☐ 園路及び広場の基準に適合

全項目適合 1ヶ所以上 ☐ ☐ 休憩所を設ける場合

全項目適合 1ヶ所以上 ☐ ☐ 管理事務所を設ける場合

出入口

有効幅 120ｃｍ以上 ☐ ☐ 地形等の理由 80cm以上 ☐ ☐

段 なし ☐ ☐ 地形等の理由 傾斜路設置 ☐ ☐

出入口の戸 戸を設ける場合

有効幅 80cm以上 ☐ ☐

開閉・通過 容易 ☐ ☐

カウンター 1ヶ所以上 カウンターを設ける場合

高さ 70～80cm程度 ☐ ☐ 車いす使用者の円滑な利用に適する 常時対応可の場合 無しでも可 ☐ ☐

下部のスペース 65cm以上 ☐ ☐ 〃 ガイドライン指針 無しでも可 ☐ ☐

下部の奥行 45cm以上 ☐ ☐ 〃 無しでも可 ☐ ☐

施設内部

広さ 150×150cm以上 ☐ ☐ 車いす使用者の円滑な利用に適する

舗装 滑りにくい ☐ ☐ 平坦で固くしまった表面仕上げ

付帯便所 1ヶ所以上 便所を設ける場合

多機能便房 1ヶ所以上 ☐ ☐ 便房の基準(9、10条)を満たす 建ぺい率等の理由 簡易型多機能便房 ☐ ☐

移動等円滑化園路との接続 ☐ ☐ 園路及び広場の基準に適合

全項目適合 全ての施設 ☐ ☐ 野外劇場を設ける場合 ☐ ☐野外劇場
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全項目適合 全ての施設 ☐ ☐ 野外音楽堂を設ける場合 ☐ ☐

出入口

有効幅 120cm以上 ☐ ☐ 地形等の理由 80cm以上 ☐ ☐

段 なし ☐ ☐ 地形等の理由 傾斜路設置 ☐ ☐

通路(施設内) 出入口と車いす観覧スペース、便所の間の通路

有効幅 120cm以上 ☐ ☐ 地形等の理由 80cm以上且つ ☐ ☐

段 なし ☐ ☐ 地形等の理由 傾斜路設置 ☐ ☐

縦断勾配 5％以下 ☐ ☐ 地形等の理由 8％以下(部分的) ☐ ☐

横断勾配 1％以下 ☐ ☐ 地形等の理由 2％以下 ☐ ☐

路面 滑りにくい ☐ ☐ 平坦で固くしまった表面仕上げ

転落防止の柵等 設ける ☐ ☐ 転落するおそれのある場所

点状ブロック 設ける ☐ ☐ 〃 JIS規格準拠

車いす使用者用観覧スペース

設置数 右記の基準以上 ☐ ☐ 200席以下1/50、200以上1/100＋2以上

有効幅 90cm以上 ☐ ☐

奥行 120cm以上 ☐ ☐

段 なし ☐ ☐

転落防止の柵等 設ける ☐ ☐ 転落するおそれのある場所

付帯便所 1ヶ所以上 便所を設ける場合

多機能便房 1ヶ所以上 ☐ ☐ 便房の基準(9、10条)を満たす 地形等の理由 簡易型多機能便房 ☐ ☐

移動等円滑化園路との接続 ☐ ☐ 園路及び広場の基準に適合

全項目適合 1ヶ所以上 ☐ ☐ 駐車場を設ける場合

車いす使用者用駐車施設 二輪は台数から除く

設置数 右記の基準以上 ☐ ☐ 200台以下1/50、200以上1/100+2以上

有効幅 350cm以上 ☐ ☐

施設と通路、施設の表面 段なし ☐ ☐ 滑りにくく平坦な仕上げ

表示 国際シンボルマーク ☐ ☐

付帯通路

幅・段・勾配・路面 120cm以上 ☐ ☐ 車いす使用者用駐車施設と園路の間

移動等円滑化園路との接続 ☐ ☐ 園路及び広場の基準に適合

全項目適合 1ヶ所以上 ☐ ☐ 不特定かつ多数の利用する便所を設ける場合

多機能便房の設置 (男女1ヶ所以上)

便所内への多機能便房の設置 1ヶ所以上 ☐ ☐ 建ぺい率等の理由 簡易型多機能便房 ☐ ☐

多機能便房・簡易型多機能便房がある便所の構造

出入口　有効幅 80cm以上 ☐ ☐

　 〃　　 段 なし ☐ ☐ 地形等の理由 傾斜路設置 ☐ ☐

　 〃　　 標識表示 配慮内容を表示 ☐ ☐ 障がい者、オストメイト、高齢者、妊産婦、乳幼児連れ等

出入口の戸　有効幅 80cm以上 ☐ ☐ 戸を設ける場合

　 〃　　  戸  開閉・通過 容易 ☐ ☐

多機能便房の構造

段 なし ☐ ☐

標識表示 配慮内容を表示 ☐ ☐ 障がい者、オストメイト、高齢者、妊産婦、乳幼児連れ等

腰掛便座 高さ40～45cm ☐ ☐ JIS規格準拠

腰掛便座の手すり 設けられている ☐ ☐ JIS規格準拠

水洗器具 設置する ☐ ☐ 障がい者、オストメイト、高齢者等の円滑な利用に適した構造

洗面器　　　上面・下部高さ 80cm以下・65以上 ☐ ☐ 十分な取り付け強度

蛇口 センサー・レバー式 ☐ ☐ 操作が容易

洗浄スイッチ 押しボタン式など ☐ ☐ 操作部及び紙巻器の配置及び寸法・JIS規格

出入口幅 80cm以上 ☐ ☐ 有効幅

戸 引き戸など ☐ ☐ 開閉容易

広さ 利用に適応 ☐ ☐ 車いす利用 (200×200以上)

簡易多機能便房の構造

出入口幅(正面から入る場合) 奥行190・幅90以上 ☐ ☐

出入口幅80cm以上 ☐ ☐

出入口幅(側面から入る場合) 奥行220・幅90以上 ☐ ☐

出入口幅90cm以上 ☐ ☐

腰掛便座・手すり 設けられている ☐ ☐ JIS規格準拠

多機能便所

「多機能便房・簡易型多機能便房がある便所の構造、多機能便房の構造」と同じ ☐ ☐

全ての便所

床 濡れても滑りにくい ☐ ☐ 平坦な表面仕上げ

男子用小便器　低リップ小便器 35cm以下 ☐ ☐ 1ヶ所以上 床置式または壁掛式低リップ小便器

男子用小便器　手すり設置 低リップ便器に付帯 ☐ ☐ 上記低リップ小便器

移動等円滑化園路との接続 ☐ ☐ 園路及び広場の基準に適合

全項目適合 1ヶ所以上 ☐ ☐ 水飲場を設ける場合

構造

広さ（接近・使用できる） 150×150cm以上 ☐ ☐ 幼児用踏台の位置に配慮

飲み口までの高さ 70～80cm程度 ☐ ☐ 車いす使用者の円滑な利用に適する

下部スペース・奥行 高65cm奥45cm以上 ☐ ☐ 〃

周辺床面 150×150cm以上 ☐ ☐ 平坦で固くしまって濡れても滑りにくい仕上げ

移動等円滑化園路との接続 ☐ ☐ 園路及び広場の基準に適合

全項目適合 1ヶ所以上 ☐ ☐ 手洗場を設ける場合

構造

広さ（接近・使用できる） 150×150cm以上 ☐ ☐ 幼児用踏台の位置に配慮

周辺床面 150×150cm以上 ☐ ☐ 平坦で固くしまって濡れても滑りにくい仕上げ

移動等円滑化園路との接続 ☐ ☐ 園路及び広場の基準に適合

全項目適合 ☐ ☐ 掲示板・標識を設ける場合

配置・構造 移動等円滑化園路に付帯した掲示板についてチェック

車いす使用者等の近づきやすい位置 ☐ ☐ 掲示板を想定 150×150cmの水平面

☐ ☐

配置・構造 移動等円滑化園路に付帯した標識についてチェック

車いす使用者等の近づきやすい位置 ☐ ☐ 案内板を想定 150×150cmの水平面

〃 見やす高さ ☐ ☐         〃 形状、見る距離などで判断

通行の支障にならない 下端高さ2ｍ以上 ☐ ☐ 方向指示板 園路上に突き出す場合、視覚障害者に配慮

表示

文字の大きさ、明度、色相等 見やすい ☐ ☐ 案内板を想定 形状、見る距離などで判断

公園全体の案内図 1ヶ所以上 設ける場合

公園全体案内図の中の表示 国際シンボルマーク ☐ ☐ 設ける場合 車いす使用者が利用可能な施設と園路の表示

掲示板

標識

野外音楽堂

駐車場

便所

水飲場

手洗場


